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1. 概 要

けい光灯の管電圧は直流で点火した場合 も 印cpsの交流 で 点火した場合 も 比較的高い周波数の

電気振動が認め られ る 。 10 ，∞Ocpsま での周 波数 の 交流で 点火する場合に管電圧の 波形がどの よ う

に変る かをプラクシ管で観測した。

リナジュー図形(x軸{賃流. y軸ー管電圧〉を 多くの周波 数の交流 に対して観測した 。

2. 直溝及80 cpsにおける波務
けい光灯はFL，-10 W (10ワット〉を 用いた。 直流電圧 1∞V， 電流 0 . 2A を 流 し た場合 の管電圧

の波形が図-1で高い周披数の電気振動が 認あられる 。
図- 2 は印cp sの交流で点

火した場合の管電圧の波形で

A 図はチョー ク 安定 器， B 図

は 抵抗安定器を用いた場合 で

あ る 。 と れ は 電磁オyνロ グ

ラフに よ って電源電圧， 管電

圧， 電流 が 示 さ れ て いる 。

図- 1
図- 2

管電圧を さらに明瞭にみるた め にプ ラヲシ(Vo.電源電圧. V， 管電圧，. i， 管電流〉

管オジロ スコー プで と つ え も の が 図- 3 でA

図はチョーク 安定 器 ， B 図 は 抵抗安定 器の場

合 で あ る 。 チョク 安定器の場合 の振動の周波

数 は 約 3 ，000 cp s で ， 抵抗安定器の場合は約

半分 に な っ て お り ， 周波数 は 外部回路に関係

する こ と が わ か る。 A 図 B 図
図- 3
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3. 高周波における波形

可変周波の電源を う る た め に CR発振器， 前置増幅

器， UY 807 プッVュプノレ， 増幅器を 用いた。 図 -4

は そ の 接 続 図 で ある 。 出力側 の波形 は 完全 な正弦波で

は な いが 図 -5に 3 ，000 cpsの波形を 示 し た よ う に

正弦波 に 近 いも ので あ る 。 こ の波形が乱れ な いた め に

は 充分注意が 必要であ る 。

け い光灯 の起動を 容易に す る た め に 繊条を 電池で 加

熱し ， 点灯後直に 開閉器S1' S2を 聞き らは 閉じ た ま

ま に て直列抵抗 の みとす る 。

図- 4

A 。は 熱電流 計， V。は 真空管電圧計ーである 。

図-_6は却0， 300， 400， 8ω， 3，0ω， _ 5，000， 7，000， 9， ，0ω， 
10，000. cps の 交流 で点火した場合 の管電圧 の波形で あ る 。

図 -5

AC 3，000 cps波形

800 cps ま で は60 cps と同 じ よ

う な波形で 電気揖動が認め ら れ る が

2，000 cp s か ら 波形が変って き て 振

動が な く な る ， 2，000 cp s で は 頭が

丸いが 9， 0ωcpsで は 頭が尖っ て く

る。
横軸 に電流 ， 縦軸 に 管電圧を と っ

2ωcps sωcps 
図ー6

ωOCpS 

て， 9サージュ図 形を画いて み る と 図 -7となったa 印C仰のと き は電流 が増加 す れば電圧が誠
少する負の特性の部分と電気振動の発生とが認められる。

この図形が 300， 8 00 cps と 次第に変り2/.OOO，C卵、では負の特性 の部分 は な く な り ノレー プ の面積も

図-7



9 

4. 管電庄一電涜特性
車流 ， 交流(60， 20 0， 300， 400， 8 00， 2 ，00 0， 5，0 00， 10，000 ， cps)に 対 し て管電圧一電流特 性

を測 定 し て 図 -8 に 示 した 。 直流 と 60 cp s の 曲 線 が

わず か に 離 れ て い る の は 計 器の誤差に基 く も の で あろ

う 。 何 れ も 電流が増せ ば電圧が 減少す る負 特 性 の も の

で あ る 。 800， 2，000， 5，000， 10 ，000， cp sに対す る曲

線 も直流 に 対 す る 曲 線 と 同 じ 傾 向 で僅 に下に き て お る

の は 計 器の誤差によ る も の と 思わ れ る 。

し か し 200， 300， 400 cp s， に 対す る 曲 線が全然違 っ

た 傾 向 (12O mA，附近 で 極小 で電流 が こ れよ り 減少し

て も増加し て も 電圧が僅 か に増加す る〉 を 示 し て い る

の は ， どう いう理由によ る の か 不明 で あ る 。 こ れら の

周波数 で 特 に電源電圧の波形 が乱 れた結果 こ のよう な

結果 に な った と も思わ れ る が今 の と ころ は っ き り し な い。
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